

























      担当教員 福江昭子 神戸美枝子 
第 2 回 社会を変えた女性 
 担当教員 福江昭子  
第 3 回 生物学から見た人間社会、家族 
      担当教員 小長谷紀子 
第 4 回 仕事で活躍する女性 
      担当教員 水野早苗 
第 5 回 進路決定と活動のありかた 
      担当教員 神戸美枝子 横山洋子 
第 6 回 就職情報とその活動 
担当教員 神戸美枝子 横山洋子  
第 7 回 仕事の適性とその検査 
担当教員 横山洋子 
第 8 回 企業の求める人材 
担当教員 神戸美枝子 横山洋子
第 9 回 自己表現（1） 
担当教員 神戸美枝子 横山洋子
第 10 回 対人作法と敬語について 
担当教員 神戸美枝子 横山洋子
第 11 回 自己表現（2） 
担当教員 神戸美枝子 横山洋子 
           伊藤彰茂 
第 12 回 就職の現状 
担当教員 横山洋子 伊藤彰茂 
第 13 回 働く先輩の話を聞く 
担当教員 神戸美枝子 横山洋子
第 14 回 男の脳、女の脳 
担当教員 西山明徳 
第 15 回 東洋、西洋の女性 まとめ 



















2000 年から 2004 年までの講義は、1～2 名の教
員で 15回の講義をこなしていいた（2回生前期）。 
ちなみに 2004 年の講義内容の概略は「女性と
仕事と人生」「女性学の視点の新鮮さ」「ジェンダ
ーフリー」｢仕事で活躍する女性｣「話題になって
いる女性」社会を変えた女性」などである。 
2003 年にはいり、学生の出口の重要性の議論も
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高まり、就職に関することも必要と各種の会議で
もちあがり、「仕事と人生」の中に就職の事項を
いれることが決定した。その時、先にも述べたよ
うに受講登録するときには「就職に関することが
述べられるので受講が望ましい」と指導したので、
今迄より多数の者が受講するようになった。当時
は受講時が 2 回生前期のため次のような講義内容
で始め、数人の教員で担当した。内容は「進路決
定と活動のありかた」｢就職情報とその活用｣「仕
事の適性と検査方法」「敬語の基礎知識｣｢対人作
法と敬語｣「文書表現」「就職の現状｣「愛と性」「男
の脳、女の脳｣「結婚と子育てと仕事」「仕事と人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生（男の生き方）｣ ｢仕事で活躍する女性」「西洋
の女性と洋の女性」「話題になっている女性｣ ｢仕
事と人生デスカッション｣などであり、この頃か
ら現在の方向の基礎作りをした。またそれに基づ
いて、毎年修正も加えている。 
日々、刻々変化し進歩する時代であるので、そ
れらのことを質問してくる多くの学生の要請に
応えられるよう担当者は日々努力を重ねなくて
はならないと考えている。 
(愛知みずほ大学短期大学部 
仕事と人生担当者一同) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
